
まちの話題 My Town Topics

　５月８日、中央公民館で第 30 回くらて芸能まつりが行われ、３年ぶり
の観客を入れての開催に、家族や友人など多くの人が訪れました。
　一昨年は中止、昨年は無観客で動画配信での開催でした。今年は、鞍手中学
校和太鼓部など出演者がコーラス、大正琴、ウクレレ、フラダンス、舞踊、民
謡、バレエなど、多くの演目を披露しました。出演者たちは、久しぶりの発表
に少し緊張している様子でしたが、舞台に上がると練習の成果を
存分に発揮。来場者たちから惜しみない拍手が送られました。
　なお、今年のくらて芸能まつりは YouTube で配信しています。
右記 QR コードから、出演者の演技をぜひご覧ください。

３年ぶり!! 会場は大盛況
▶中央公民館で第30回くらて芸能まつり

　５月 12 日、西川小学校児童が「人権の花」運動の一環として、ひまわり
の種を植えました。「人権の花」運動は、ひまわりの栽培を通じて、協力する
ことの大切さや、命の大切さを身につけ、やさしさや思いやりの心を育てる
ことを目的としています。
　児童たちは、どんどん成長するひまわりのように、思いやりの心を育ん
でいくことでしょう。11 月ごろには、それぞれの想いとひまわりの種を風
船に乗せて、飛ばします。

みんなの人権、思いを込めて
▶西川小学校で人権の花運動

　５月 15 日、浮洲公園で鞍手町消防団夏季訓練が行われました。今年の訓
練では、災害や火事に備えて土のう作りとポンプの中継訓練を行いました。
直鞍広域消防本部鞍手出張所より、河川の流れと建物の位置を想定した土
のうの組み方やブルーシートを使った土のうが崩れない組み方を教わりまし
た。ポンプの中継訓練では、中継を行った場合と行わない場合でホースから
出る水の圧力がどのくらい違うのか、圧力計を使って説明を受けました。
　消防団は、日ごろから町の安全安心を支えるために活動しています。

町の緊急事態に備えて
▶浮洲公園で鞍手町消防団夏季訓練
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葵ちゃん
令和元年６月18日生まれ

3 歳おめでとう!! いつも癒やして
くれてありがとう♡これからも元
気に育ってね  !!（父　慎悟さん・
母　彩花さん・八尋）Happy birthday to you.

すくすく
日記

　広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に誕生日を迎える満３歳ま
でのちびっ子を募集しています。７月生まれは、６月 10 日（金）までに
役場政策推進課政策係窓口または下記の方法で申し込んでください。

▼
お待ちしています

インターネット申込ができます
　「鞍手　すくすく日記　申請」のキーワードで Web 検索すると見つか
る『ふくおか電子申請サービス』のページから申込ができます。申込完
了後、30 分以上経過しても到達通知メールが届かない場合はお問い合
わせください。
●申込ページ　https://www.shinsei.elg-front.jp/
　fukuoka/uketsuke/dform.do?acs=sukusukunikki
●申込み・問い合わせ　役場政策推進課政策係
　☎（４２）２１１１（内線 384）まで

６月生まれ
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。ひろば 読者の

皆さんの
ページ
です。

すてきな作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細工、陶芸、俳句、短歌など自慢の一品は、
ありませんか。「広報ぎゃらりー」では、紙面を彩るあなたの作
品をお待ちしています。作品についての100字以内の感想もお
願いします。役場政策推進課☎（４２）２１１１まで、ご連絡
ください。

広報ぎゃらりー
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白石実枝さん
（木洩れ日俳句会）
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う。夏鶯のこ
ろになると山
に入り鳴声も
大きく活発で
ある。鎮守の
杜から鳴声が
聞こえる。

産う
ぶ
す
な土
や
夏

な
つ
う
ぐ
い
す
鶯
の
大
音
声

栗田秋人さん
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曜日が楽しみです。講師の
おかげで、作品ができて、
満足しています。
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